
耕地雑草の発生に開する責験的研究 第2報

1年生及多年生雑草の再生力に就て

笠 原 安 夫

1.緒 官

多年生雑草の，ハチヂヤウナ、ヱゾノキ't'ネアザミ、ギーペギシ、ハマスグ、乱ヒルガホ、とメ

カ-e-ヂグサ、 スギナ等の地下茎真展の切片から再生 (Regeneration) Lて新‘しい独立した新

植物を生むて繁茂するととは周知のととである.

種子繁殖を主とする1年生雑草に於ても夏季1年生のメヒシパの蛸きは地上茎の地に接した

.節より発根して更に繁茂を助ける.叉，~季 1 年生のスズメノテツポウは秋明の積回の落7X後

tc於て~1数の種子によって発芽繁殖するが、叉其の整地 ・ 中耕の時、その植物体の 1 部が都合

よ〈土中に埋れば活着するか叉は切断茎よりも努根して再生繁茂する.以上の2種は共にそれ

ぞれの季節に於ける本邦の代表的たる畑地の強筈草である.との例は水田雑草花も見られる、

即ち軟弱主主アゼナのま口きものも嘗って三木博士加によれば、とれ等の1片を漁った砂に挿せぽ

不定芽を生じて結実すると去ふ.叉、ダイヌピヱの如きは農家はとれを手按き七たとき泥土中

に埋めてゐるが若しその 1部が地面より出てゐれば往kにして再活着する、それでヒヱ類の除

草花は農家が苦労してゐるととろである.箸者は先1'C(!l7k回雑草の防除として敷革の効果試験

に於てその材料として前日に刈取ったツユグザ、グカサプロウ、 タヒ?パ等をその長さ lOcI'n

位に切って回面に覆聾したと号、モれらの茎の1片の節から発線再生し、却ってモれが水回雑

草~Lて繁茂したととを経験した、それで 1 年生雑草に於ても雑草の再生力は可成 b 強It買とい

ふ印象を受けた.それで通常は種子マ繁殖すると知られてゐる 1学生雑草にどの程度の再生カ

があるか、それを若干の多年生雑草と共犯実験的に確めて見た.その結果は供試七た多年生雑

草は地下の根、茎のみなら余地上茎に於ても全部の種類が強い再生力を示した.叉冬季I年生

雑草の大部分が再生活着し、夏季1年生雑草も供試した今歎が或る程度め再生カがるったe と

とKその結果の大要を主題の第 2報と l~て報告したい.本文を草するに当り本試験に助力せら

れた木下枚、西田満子両氏の労を謝する.

2.眠験方法及結果

各雑草の茎節〈葉柄の附着部〉を.1-3節残して切片とした.その茎簡に肢芽の.あるものは

その畏さを予め調査して沿いてそれをつけたまま切片とした、地下茎は長さ:l-5cmの占更さK

切断し、潜伏芽の明なものはその数をしらべて沿いたJ直径 21cm の索捜鉱に畑土乏入れ、そ

のポ'ツトの底部は7Xを盛った浅いトタγ箱に常特浸し℃飽7X扶態tとした.それらは各10切片を

挿首して若干期間の後に活着をみはからって抜取れその詩茎、発根散及び長さをしら〈τ、
その再生カを表示した.

(1)畑地及;水聞の多年生難草の再生カ試験

畑地雑草のコヒルガホ、ギター~~、イヌガヲシ、ョIJ -e-;;~サ及;]<.岡雑草のミゾカタ夕、i''，Y

パネ等の多年生雑草を夫身地と茎、地下茎叉は根部を 1-5.cmめ長さの切片とじて祷L宅試

験した結果、は第1.2衰の如くである.
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第 1表 多年生雑草の再生カ拭験(1)

再 生 株
縁掌名 処理コ置法 地上地下 地上‘ 、 型車首当時の規事容のa":..定刻・

塞数筆数撒数茎長室夏、掛

A 片正して掃した
{冨ヒル山 地上茎1開 10 0 8 9.2 0 '1。 釜?警の警芽の 0.2-~仰い
グ 地下茎橋谷 4 0 8 3.7 0 1.4 を付けて長さ3cmのr 本 音 曲 軸 晒{{{地警切簡て聖下錬片を

として帰した・l当日jf"， 11 1脚 9 9 9 括 5 9.4 11.2 つし阿た.国恥@切肘し

B グ グ 2節挿 9 18 9 30.2 12.3 10.4 11 3αn!l 

グ グ 2節挿 9 18 9 24.0 12.9 10.7 グ 5αnll 

備考 各事事首は10本当， A， 1951年 5月19日に掃賀、 8月8日に調査.B，全日月 9日に挿昔、 7月30f1 r.: 

調査.Aの椅印、節のない茎は再生せず、常時鈎*)1走態なのでそれらは腐敗した.BのポV トは中

途から畑地獄態にした.

第 2 表 多年生雑草の再生力試験 (2)

雑草名 処理方法
再 生 株掃首期 調査

茎数根数茎長級長 時 時期
掃首当時の親株の生育放重量

本
1本0 
。ID

em ntA旬 月白 地 書し事て〈葉捕柄し 合主rギシギシ勉 J二宮容挿 10 15.2 6.9 3.18 4.23 上 を)1: LOcmの切
F十と ?と.

11 地下部婚後 2(3) 1 6.8 4.3 3.22 11 地下部を 1αnに切断して掃した・

イ買 jfラν 地上茎1節婦 9 4 2.2 1.2 9. 1 9ナ開1花節切片として掃した.
カ毛主3ゲサ " 1 11 8 。4.2 o 5.111 6. 6 j ';; 直後の株の肢芽の小さいものを
~".カタ v " 3 11 10 6 1.5 2.9 9. 1 9.13 開花した株の股芽O.たm長さのもの

3街。

マザバイ地上部挿 .10 2.3 6.23 ;.30 根を除去した地上部を揮した.

備考 (1)本表の試験はそれぞれ時期が異るが各10本当掃した・ (2)後ギシギシの土中黄色の事容を地際の

と乙ろより下方へ1cm毎に切片とした、線の上部の切片が再生した. (3)ー測定せず

第 1，2表によれば畑のコヒルガホ、ギシギシ、イヌガラシ及7k聞のミゾカグ夕、マツパキ

等の多年生雑草の地上茎の挿苦は何れも 90-100%の発茎伸長した.唯、カモヂグザの地主茎

の切片は肢芽が新茎として60%位発育したがその発根はとの試験期中には見られなかった

(第 1図的ィヌガラシの地上茎の挿苗は2週間の後に 90%発茎したが努根数は40%であっ

た.叉ギシギシに於ては地主茎を葉柄を含めてlOcmの長さにした.ものは1∞%再生したが(第

2図的地下部の挿苗は冠根(上部)からのみ若干再生した(第2図的、叉ヨヒJレガホは地下

茎の潜伏芽の節を含まないものは再発せ今常時飽水飲態のためかそれは弼放した.との時面白

いととは塗中から挿首ポットを畑扶態にLたものは切片から新地下茎を再発生してlOcm以上

にも伸長したととでるる.A試験では試験期聞が短いか叉は温漁であったためかとの機な地下

茎の再生は見られなかった〈第1図的.

(2)畑地の冬季 1年生雑草の再生カ試験

当地方の畑地の春季に開花結実するオホイヌアグリ、ハコベ、ヤへムグラ等の冬季1年生雑

草 13績をそれぞれ茎の 1-3節を残して 1-4cmの長さに切断し、 3，4月叉は 5，6月の時

期に挿首して再生カを見た結果は第3，4表のま日くである.

第 3，4表によれば80%以上の強い再生をするものは、オラングミミナグサ〈第3園)、ウシ
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ハコベ(第4図).ハコペ、ハルグデ(晩春開花するが越年生ではない).キウリグサ(第5図的.

スズメノテツボウ〈第5図 a)及スズメノカグピラ等である.叉40--70%程度再生するものに

はオホイヌフグリ(夏にも生存する個体がある〉、 トキハハゼ(第5図 c)等がある.ホトケ

ノザ、ナズナの2種は肢芽が伸長して茎は再生育したが発根しなかった.叉ナズナの根を全長

のまま土に埋めたととろ 10本中1本女が再生した(第6図的.ミノゴメの再生力は20%程度

で少かったー叉、ヤA ムグラは3月には努茎80%、発根50%程度であったが(第6図的 6月

の試験は親株は既に結実してゐてその茎が黄色を帯びていた詩か再生は10%にすぎなかった.

しかしヤh ムグラを除けば一般に冬季1年生雑草のうちには5月に於て開花結実していた様

な個体でもその節に膜芽をつけた切片をそのまま挿せば再生するととが明かにされた.麦間直

播回に於て見られるスズメノテツポウの発生はその大部分が斯る再生株であるととが観察され

る.ヲえに茎節の切片を1，2. 3節として挿しそれぞれの再生カを比較すれば1節のものよりは

2. 3節を残した茎の切片の方の再生株がモの生育が旺盛乃様であった(第4図参照〉、 しかし

種類によっては1節挿の方が節当の再生割合が若干多いものもあった.

第 3表 畑地の冬季1年生線草の地上茎の再生カ試験く1)

再 生 株
事量 耳E 名 処理方法 帰省当時の親株及再生株の生育朕態

茎数 根数 茎畏 根長

ヤ，.. ;1， '， .~ 1・If，民 ，t_ 本
4 本 〆. 血血

2す{警では綿花で腕のき品埠t1-加&由 . のを 1官官切片とし した.

" 2 11 8(13) B 7.2 1.8 " 2節グ
11 3 11 6(13) 4 1¥.6 1.1 11 3節H

オ申イ声フグ P 1 11 1く2) 1 3.8 ιo {妻22開花株で般芽の長さ古t1・5-
ものと 1節切片として掃した・

11 2 " .4 (6) 
3 2.8 4.8 " 2節H

" 3 " .5 (7) B 3.3 4.8 " 3筋。
串 ト ケ ノザ 1 " 5 

。 4.8 。{親附開花株切で闘片との長さがえ5_畑
のものを 1節 して掃した・

" 2 " 8(12) 
。 8.5 。" 2節グ

ナ ズ ナ “ 。" .6 
。 8.9 。{親密ぽ習をヲけてゐたが鵬の見へな

い 片は再生しなかった.

オラ:"-1f'ミミテグサ 1 " 7 2 10.1 2.3 f親株ものは開花株で厳重Fの長さが2-3cm
の を1節切片として婚した.

" 2 " .9(13) 5 9.6 1.2 " 2節H

" 3 " 9(18) 8 10.4 8.9 " 3節グ
ウシノ、ヨ ~ 1 " 10(16) 10 4.8 7.1 {酬は開花株で股芽のおが2-3.5cm

のものを 1節句片として婚した・

" 2 11 10(37) 10(22) 7.1 10.8 F 2節か

" 3 " 9(29) 10(22) 6.3 7.7 " 3筒"
，、 ~ '‘E 1 " 8 8 10.1 6.9 {訟は未開花で地上茎の慨が].-...3佃

さのものを1節切片として婚した.

" 2 " 8(14) 8(14) 8:7 4.3 " 2節"
" 3 " 8(20) 8(19) 1l.3 8.1 " 3節H
スズメノカダピヲ 地上郁掃 • 8 8 12.4 3.8 親株は開花株で地上部を掃し~.

備考 (1) 1948年3月18日.....22日に各10本宛婚し、悶4月23日に調査、 (2)茎数、根数の括孤内は会発生

数を示した・ (3)・印は再生株の結実を示す.
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第 4 表 畑地の冬季1年生雑草の再生力隊験 (2)

再 生 株
事量 草 名 処理方法 挿首当時の親株の生育長走態

茎数 根数 茎長 根長

1 本 l 本 。a‘
03一 {鵬叩1の低減の鱗Iで布離切がF十KJMしてが掃2L.似?を通..， ，、ムグラ 1節婦 5.5 

可p キノ、，、ぜ fI 7 .。 6 4.4 1.2 11 厳芽の長さが0.....e.5cmのものグ

キウ p グサ fI 8 • 7 6.1 1.7 " 股芽の長さが 0-3cmのものグ
ナ グ ナ fI 7 • 。 6.1 。h 般芽の長苫が0.6-5αnのもの汐
2、

"" 
p ヂ . fI 10 .。 10 14.8 7.1 {噌のもので肢芽の長さが3.li-1Ocm. のものグ

3民共メノテザポウ H 10 .。 10 13.1 4.6 H出穆中のもので般芽のないものグ

章 ノ :r JA 11 2 • 。 2.1 。" 
ナ グ ナ 根締 1 2.0 根全体を埋めた.

備考 (1)19日年5月19日に10本当鰍首、 6月9日に調査、く2)再生植物は・印開花、 ・印結実、・印生

背中のもの、〈り当時ρ ルタデは春季の 1年生雑草‘キウリグサ2年生となる地方がある・

(3)畑地の夏季 1年生難草の再生カ試臨

ヨたに畑地の夏季1年生雑草の8積について 9月に於て再生試験を行った結果は第5，6衰の

如くであった.

第 5表 畑地の夏季1年生雑草の地上茎の再生力獄験 (1)

処王盟
再 生 株

雑草名
方法

掃首当時の親株の生育欽態
茎数根数茎長根長

;z./牟グザ ゐi衝撃 車
1本 2.T oT{l親節株切は結実ゐ也のでAu，の長富永O.ヂー4cmるものをi7 

片して縛した.
ヨ品事〆キサウ " 5 

。1;8 グ未開花で厳芽のf憂さが1-2αnのものを 1節ρ

.，.. ..... 11ヒユ " 1 1 4.0 0.8 グ開花のもので股芽の長さが0.7-3cmのものグ
ベ望書Z デ H 4 一 0.9 グ生育期のもので瞭芽の見えないもの 9

常事ベョ"Pデ n 。 fI fI 

守~ !f サ M 10 10 3.8 3.6 グ開花期のもので臓芽の見えないものグ

メヒ!I' ，. 11 5 6 1.5 3.9 グ出穂のもので股主制、さ〈業鞠に包まれたものか

イ;::10ピヱ I/" 5 4 2.9 4.3 11 11 

備考 1949年9月1日に各10:2ド宛掃首、 9月13日に調査

第 8表 畑地の夏季1年生雑草の地上茎の再生力試験 (2)

処理
再 主主 株

雑草名 掃首当時の親株の生育妹態
方法
茎数根数茎長根畏

ィヌピユ 8事+ 怠 011‘ 01{儲は開花v 慌が..~舶が1・ト acmilwe~IJII嫌 s 2.~ 
片として f 

ョ-=vキサウ " 9・
。3.7 。グ開花、紺突で腕芽の長芭が1.7-3cmll

;f ;>r 11 ヂ 11 10・ 10 21.2 R.2 4未開花で隊芽の長さが1.2-8cmグ
オホベ芦 11ヂ 11 。 1} 。1.4 11 11 
イ買芭.% 11 8

6 
8 16.6 4.7 グ結実で肢芽の長芭が 1-10cmグ• 

備考 (1) 1951年 9月8日に各10本宛掃して10月27日に調査した・ (2) +印、イヌピユ、オホイ "'11ヂ

のポザトの土が温調車と獲さで発根した根及親株の茎も腐ヲ?ヒ・
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第5.6表によれほツユクサは1∞%、イヌピェ、イヌタデ、メヒシパ、イヌピュ等は印......80

%位の再生力がある、しかし隈芽の見られたいイヌダデの再生カは低かった.その他エノキグ

サ、ヨ=シキサウ等の発茎は50......90%であるが発根は前者が10%で後者は全然見られたい.叉

オホイヌグデは短い根のみ出た場合と茎も根も出なかった場合があって一致しなかったがその

再生カは極めて低い様である、叉スベリヒユの再生力は僅かに10%K.過ぎなかった.

以上の試験には常時ポットの底を浅いトタγ水槽に置き土嬢を長〈多漁の朕態にしたので畑

地雑草の再生試験としては不適当とも考へられた、叉9月に入ってからの実験であったからそ

の時期も少し還をに失Lた様にも思はれるが、一般的に見て、畑地K於ける夏季1年生雑草は

冬季1年生雑草よりも再生能力が数段低いと恩はれた.

. (4)夏季の水聞の 1年生難草の再生力拡験

稲田中に生育する夏季1年生雑草を 14種供試して行った再生力試験の成績r.i:第7.8， 9， lO 

衰の如くである.

第7，8， 9， 10表によれば80%以上の再生カのあった種類はアゼタウガラシ及びイヌタデで

ある、次に30......7{) %再生したものにはミゾハコベ、グカサプロウ、キカシグサ、コナギ、イヌ

ピヱがある.しかしキカシグザは瞭芽の肉眼で認められないものは再生カが著しく低い.叉、

其他は再生カが極めて低かった.向アゼナ、アプノメは茎の切片の挿首は再生カが全くないか

叉は極めて不良であったが棄の1片を川秒の飽水床i'C挿せばアゼナば不定芽、不定根を伺%位

生じて再生した〈第7図a，c)それは三木博士の記載写真と似てゐる、叉アゼナの葉身の1片
を挿したととろ葉脹上の傷口から不定芽と徴小なる不定根を生じたものがあった(第7図的、

モのアゼナの再生カは肢芽の有無に関係しなかったがアプノメは瞭芽をつけた葉片のみ20%再

生した.しか色実際水回I'C於てとの様た再生カがその繁茂を助けてゐるか否かは未だ観察して

ゐないが恐らくそれは稀であって一般的のものではないと思ふ.叉、1J;草科雑草のグマガヤツ

ムヒデりコ等の地上部挿は何れも再生が見られなかった.それで25草科の1年生雑草の地上
茎等には再生能力はないものと思はれる.

第 7表 水田の夏季1年生鯵草の地上茎の再生力試験ο〉

雑草名 処理方法再生株問草丈 帰省当時の親株の主主宵欽態

... UI、』
{酬は開花中のもので般芽をつけた茎を3-陶酔の切片ダカサプラウ 1 節婦 6 8.8 として掃した・

ア 宅r ナ " 1 1.0 H 結実してゐて賊芽をつけた茎を2-3cmグ

アプノ メ " 
。 。 " " 3-5cmll 

チヤウジ dlヂ " 7 fl.9 M 肢主Fつげて茎をたm"

キカシグサ 3-4節・蹄 2 0.9 グ肢芸Fのない茎を3αnグ

イ 買ダヂ 1節婦 8 13.1 F 曹があり肢M=をつけたものを挿した・

イ ボ タ サ " 2 13.0 " J世芽をつけた茎5_6αnの喪主の切片にして帰した.
ヨ ナ ギ茎現f事事 3 7.3 8 未開花のもので棋のみ除去した地上部を指した.

イ 買 ピ z 1節婦 4 21.7 グ開花結実のもので厳芽をつけて切片として婚した.

アぜ tI l' " 3 19.6 11 " 
備考 1941Uf=. 8月29日に各]0本宛繍首・ 9月17日に概査、 pマガヤツP、ヨゴメガヤヴP、ヒヂり=は再

生しなかった.

-9- 〈筋〉



第 8表 水田の夏季1年生雑草の地上茎の再生力試験 (2)

再 生 株
雑草名 処理方法 挿.首当時の親株の生育放軍軍

茎数根数茎長線長

本 J 43  4.crml屯Aの象はを附LmE聾切突』守の主，もしでの錯で臓し芽たの・築制r(}.7-量閣のFカサプロウ 1 Iti繍 4 

ア 宅t ナ 1 " 。 グ 結実のもの肢芽の長さがO.5-4.5cml/

アプノ メ 1 " 。 。結実未成熟のもので厳芽の長さが1-1.ocmグ
チヤウジグヂ 1 " 1 1 0.5 0.5 庁 生背中で厳芽の長さが0.1-0.2cm"
キカ V グサ 3 " 4 

。0.4 。庁 官官をつけ肢芽の官、められないものを 3節グ
= ナ ギ茎葉柄挿 7 7 1.7 0.4 /1 生背中の茎身と根を切り去った地上部3ヒグ

イ ボタサ 1節婦 2 4 。0.9 グ 生育中で披芽のないものを 1筒グ
ヒダ p ヨ 地上部掃 。 " 開花結実の地上部を掃した.
pr..，. jfヤザリ " 

。 、1/
" 

ヨゴメ茸fヤザ官 // 。 グ 開花のもので長さが6cmのものF

アぜ jf ヤ H 1 1 0.9 1.5 グ ラ校尚徳で般芽業締に包まれたものグ

備考 1949年 9月1日に各10本宛挿首、 9月13日に調査

雑草名

ア ~ ナ

" 
アプノ メ

1/ 

キカ ν グサ

// 

1/ 

第 9表 水田の夏季1年生雑草の地上茎の再生力試験 (3)

再生株
処理方法

茎数茎長

事 cnl 
1節挿 。。

0.7 

業掃 (B) 0.9 

1節掃 。
業掃 (B) 一
1節挿 円 0.5 

2 11 8 0.5 

業 挿 5 。

帰省当時の親棟。生育 A走態

親株は開花のもので膝芽のないものを 1節切片として橡した.

グ 結実で肢芽をつけた棄を掃した・

" " 肢芽のついてゐない葉を掃した.

F 未開花で般芽の長さがO-O.lcmのものを1節切片して捕した

グ 未開花で肢芽をつけた業を婚した・

" " 肢芽がついていない棄を掃した.

グ グ 肢芽の長さが0.1"';"'0;4αnのものを1節切片として婚した・

グ 披芽がついていない茎を 2節切片として持した.

グ 業を掃した・

ヨゴメカャ、"?]1 地上部挿
グサ

o .ー F 主主背中の株の棋を除去して地J二部のみ挿じた・

備考く1)1951年 6月22日にVヤ F レ F にて川砂を飽氷にして各10本当挿首、 7月30日に調査

第 10表 7k回の夏季1年生雑草の地上茎の再生力試験 (4)

処理
再 生 株

雑草名
方法

猪苗当時の親株の生育欺態

茎数根数茎長根長

本 本 町n
ぬ 酬1官官切は憾のものでし酬たのま割問ー2畑のもの孝ア ~ ナ 1節婦 8 3 8.2 片として掃

アデノ メ 世 。。 グ 結実で厳茅の長さ 1-2cmグ

アぜダウガラ!/ .1/ 8 8 1.7 0.6 グ 開花結実で股芽の長さが0.1.-0.5cmか

ミグノ、=ペ 2" 7⑦ 7 0.4 2.4 " 結実で厳芽は既に結実し.てゐたものを挿した.

備考正1)1951年 9月6日に各10本宛婦、 10月27日に調査・ (2)EB再生調査当時には貌茎は消失してゐた

〈回〉 -10 -



"，.. 

3.考 察

グγポポ、ェゾノキツネアザミ、ハチヂヨウナ等の多年生雑草の棋の切片から新植物を再生

して繁殖するととは宇沢博士川や Muenscher刊の雑草学にも記載せられてゐる.叉カナグの

Pa vlychenko<め(1940)の記載によれば、 セイヨウヒルガホは1季節を通じて地上部を蓮続じ

て刈取って除去するも枯れない、 2年後にもとの処理を再び経続すれば著しく衰弱するが3年

間も生音てゐるものがあると云ム.満測で横田氏仰のヂシパリの切片の再生試験に於て lcm

の長さのものは約25日を要して再び芽を生巴、 8cmの長さのものは約10日で完全に再生した、

叉予めタシパFとェゾノキツネアザミが生育してゐる地で個体散を調ペて3ないてその土地を地

表下5分位の所にて切断して 10日聞置けばタシパリは100%の再萌芽があれその茎数は2倍

になった、更にそれを切断して10日後に調ペると 1回後と殆んど同じであった.斯様に10日目

毎に5，6回切断を繰り返してはじめて地上に萌芽が出なくなった.叉、キツネアザミの生活力
はそれよ Pは弱くして、 3回の切断で再生しなかった.叉欧米に多いセイヨウヒルガホの根茎

は厚い外皮に多量の養分を含有し地下12~20~尺の深さにも遣すると曾ひ、叉ヱゾノキツネアザ

ミ、ハチヂヤウナ等の根もヨルク屠に養分を貯へる.かく多年生雑草の様は躍なる養分吸牧の

他に根茎と同様に養分の貯藤及栄養繁殖の務官の役目をもつものである.故κ全部の棋を除去

して再生を防止するととは非常に困難である、本試験のヨヒルガホ、ギシギシ、イヌガラシ、

カモヂグサ、ミゾカグシ、マツパキ等6種の多年生雑草の地上茎は全部再生した、一般に多年

生植物が未だ種子を結実しない聞に度k耕起して打倒レ、叉、手抜してそれを除去するに拘ら

す=絶滅出来ないのはとの様に養分を貯へた棋や地下茎の 1片が土中に残り再生するためであっ

て、それは周知のととで著者の実験例を見るまでもなh、唯著者のとの試験に於て注目せられ

るととは多年生雑草の再生は根茎のみではなくその地上茎にもカが強いととである、叉遁漁さ

へ得れほ種子繁殖を主とする 1年生雑草に於ても予想外に再生力を有する種類が多いととであ

る.即ち多季1年生雑草は供試13極類の全部が再生し、しかもその字数の種類、オラシグミミ

ナグサ、ウシハコベ、キウリグサ、 スズメノテツホ・ゥ、 スズメノカタピラ等は80%以上の強

い再生カが見られた. 叉夏季1年生雑草であるツユグサは100%再生、集他メヒシパ、イヌ

グデ、アゼタウガラシ、イヌピヱ等もその再生力が可;成り大きいととを認めた、其の他の::r::.

シキサウ、イヌピユ、ミゾハコベ、コナギ、キカシグサ等は弱い再生カが見られた.しかし茅

草科雑草は全然再生カがなく、叉アプノメ、アゼナ、スベリヒユ、オホイヌタデ等は稀にしか

再生しなかった盲興味あるととは第7図の横にアゼナの葉の 1片からも再生したととである、

とれば.既に三木博士(1927)が認めてゐる.かく再生カの強調のあるのはその種類の属する分

類学上の位置には関係がなしその種類の個有習性に基くものと見られるが、叉同種類に於て

も切片を採る親株の生育の強弱の扶態や肢芽の有無、大小がその再生力に大きく影響した.叉

一般的に見て夏季 1 年生雑草の再成カr.t.~ら季 1 年生のそれよりは低いととが認められた.本邦

に於て冬季 1 年生雑草の個体の生育期聞は普通の場合には 7~9-?-月間あり、ー方の夏季 1 年

生雑草の生育期聞は大部分は2，3ヶ月にすき・ないのである.それで再生カの強弱は個体の生育

維持期間の長短にも関係が見られる様である.

以上の事実によってモれらの再生カのある雑草が圃場に於て整地、中耕せられた時、夏季の

高温乾燥期で直に枯死する場合を除いて、その個体の一部が土中より露出する様に埋浪し、 tc.
，またまその土地が潜水や降雨で漁って沿れほ再生して独立個体となる可能性を示してゐる.実

際に闇場に於て多くの多年生雑草や多季1年生雑草のスズメテツポウ、或は水同の夏季1年

一ー 11- (67) 



生雑草のケイヌピヱ、グイヌピヱ、畑地のメシヒバ等に於でかかる例は既に連ペた様にその築

養繁殖にまっても容易に繁殖し得るのである.著者が別の試験によれば1951年の6-7月の候

に長雨がつづいて、 ヨ旦 7シキ4}ウ、 スベリヒユぜ十キγ予す等には再生、 3:0ま再活着の株が

あるのを認めた、向本試験で全〈再生カが無かったとデリコもその棋があって 1部の茎葉が地

上に出てゐれほ再活着するととが観察された・それで草削りさーれた地上部叉地下根主はそのま

ま耕地に放置しないで、それを枯らす処理を講守るととが望まじい.との処理は再生力の弱い

夏季の 1年生雑草の乾蝿期に於ですら必要な場合がある.それは往均にして結実以前に、-例伐

ぽ開花期比刈取られてそのまま放置された1年生雑草の植物から発芽能力のある種子を結実ず

る.例』ニしてメボロギ夕、メグシ等の雑草があるからである.

4.摘 '!l'.'! 

。畑地の多年生雑草6種、同冬季1年生雑草13種、同夏季1年生雑草8種と水回夏季1年

生雑草14種、計19科31種を供試して、それぞれの季節に地上部又は地下部を 1定の長さの切片

とLて挿首じ、それらの雑草の再生力の試験をたした.

め畑地多年生j雑草のコヒールガホの地下茎及ギシギシの根は再生した.文コヒルガホ、ギヨy

d続税、イヌガラ 3ヘカぞ~グ子、及7.1(回の多年生雑草のミゾカクシ、マツバキ等 6種の地h茎

を挿首じたときさを種類が再生して独立個体と1どった.

3)畑地の冬季1年生雑草のウシハコペ、ハコベ、キウリグザ (2年生の場合ーもある弘オヲ

父グミミナグサ、スズメヌテヅポウ、スズメノカタピラ等の7種類の再生力は80%以上あり、

文ヤへムグ歩、オホイヌフグ昔、サギゴケ、ホトヂノザ、ナズナ等5種は40-70%の再生が見

られた、しかし後の2者は発棋は不良であった.叉ミノゴメの再生カは僅か20%であった。

4)畑地の夏季1年生雑草のメヒシバ、イヌピュ、ツユクサ、 イヌグデ、イヌピヱ(後3者

は水田との共通種)等の 5種は 50，...;，100%再生能力があった、しかしzノキグサ、コ=シキザ

ゥ、スペリヒユ等は発茎が可成り見られるものでも発根は少なかった.

5) 7.k回の夏季1年生雑草のアゼタウガヲシは80%以上再生した.ヲえいでタカサプロウ、ミ

ゾ〈ヨムミが50-70%の再生力がある.一般にその他のものは再生カが弱〈、 キカシグサ、ア

ゼナ、イボタサは20-40%であった.叉アゼナ、アプノメの2種が葉の 1片から再生Lたのは

面白い.茅草科の夏季の 1年生雑草のみは、その地上部挿に於て 4種共全〈再生しなかった.

6)再生力の強調はその種類の属する分類学的位置には関係がなく、その種類の個有の習性

と個体の生育歌態に起因する、しかし一般的にその個体の生育持続期間の長い多年生の雑草が

最もよく再生し、芸大いで生育期間の長い冬季1年生雑草であり、生育期間の短い夏季1年生雑

草の再生カは概して低〈、或は全〈再生しないものも可成りあった。しかし夏季1年生雑草の

内でも遁漁を得れば、その再生カは可成P強いものが数種認められた。
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第 1 図 a， ::Iヒルff'ホの地上茎の 1節婦

第 2図 a，ギシギシの
根の切片掃

b，ギVギVの
地上茎挿

b，カモヂグサの茎の 1節婦
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第3図 ・オラシダ主主ナグサの茎挿



第4図 ウシハヨペ地上茎の 3節婦，同 1節掃

合作5図 冬季 1年生雑草の地上護婦

a. A ズメノテツポウ， b.キウ Pグサ， C. トキハハセア

L
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告書6図 a.ヤ A ムグラ茎挿， b.ナヅナの根掃

a b c 

第 7図 アぜナの葉挿

a. cは業の基官官から発芽発根

b，は薬密のE民主から発芽


